






はじめに 

小児期の慢性腎不全の原因となる疾患の中で紫斑病性腎炎の占める地位は大きい。特にそ

の重症例に対しては治療方法も確立されていないのが現状である。そこで retrospective

に紫斑病性腎炎が原因で腎不全となり,死亡あるいは透析中,あるいは腎移植を施行した症

例を集め,腎不全に進行する症例の特徴を調べることを今年度の目標とした。 


